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盆休みで休診の定点もあり、数字は参考です。
総数54、前週の79.4％と、減少です。
首位は、感染性胃腸炎ですが、前週比58.9％、定点当たり4.6と少数です。
2位は、RSウイルス感染症、前週比400％、定点当たり3.2と、激増です。
以下は、ヘルパンギーナ5名と定点当たり1未満になりました。
溶連菌感染症が4名、 咽頭結膜熱が3名、突発性発疹が2名、
流行性耳下腺炎1名報告と続きます。

8/19、小児科休日当番は、来院数51名、胃腸炎2名、RS1名、アデノ1名と
ご報告をいただいています。

RS、NIIDのIDWRの全国の流行状況のグラフを見ると、2018年も、
27週頃から立ち上がった、2017年と全く同じ流行状況になっています。
このままいくと、38週くらいに、今の2倍くらいでピークになると予想されます。
9月末頃まで、RSに要注意です。
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増減病院:開業医

インフルエンザ総数 増減 前週比 定点当たり
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